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選
挙
前
の
４
月
某
日
。
年
金
者
組
合

の
お
花
見
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
担
い

で
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
歌
い
始

め
る
と
近
づ
い
て
き
た
の
が
、
４
、
５

人
の
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
グ
ル
ー
プ
。

ア
コ
を
弾
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
写

真
に
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

進
行
係
さ
ん
が
「
ほ
う
ぇ
あ

あ
ー

ゆ
ー

ふ
ろ
む
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
フ
ロ
ム

イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
の
答
え
。

歌
詞
カ
ー
ド
に
あ
っ
た
ロ
シ

ア
民
謡
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
を

知
っ
て
る
か
と
聞
い
た
ら
知
っ

て
る
と
の
返
事
（
だ
っ
た
よ

う
す
）
。
早
速
伴
奏
す
る
と
、

一
人
の
方
が
私
の
隣
に
来
て

大
き
な
声
で
歌
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
歌
い
終
わ
っ
て

ひ
と
こ
と
「
イ
マ
ノ
ハ

ヘ

ブ
ラ
イ
語
デ
ス
」
と
日
本
語

で
言
い
、
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。み

ん
な
で
歌
っ
て
い
る
と
こ
ち
ら
を

見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
人
は
多
い
で
す

が
、
さ
っ
と
輪
に

入
れ
る
の
は
、
さ

す
が
外
国
の
方
。

小
さ
な
民
間
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

みち子のひとりごと

国際交流

新議員による懇談会がありました
４月の選挙で当選した３８名が、７日（木）に初めて顔を合わせました。

３８名中、女性は８名。以前より２名増えました。

日本共産党市会議員団は５名で会派届を提出しましたが、各議員の所属

会派が決まれば「会派届」がそれぞれ提出され、その後開かれる予定の臨

時議会で議長や所属の委員会などを決めていくことになります。

大阪市のお知り合いに「反対」をとの声かけを
大阪市をなくして特別区を設置することの

賛否を問う住民投票

５月１７日の住民投票の内容は、「大阪都」を決めるのではなく、「大

阪市」をなくすかどうかだけを決めるものです。「賛成」が１票でも多け

れば、2017年４月１日から「大阪市」が廃止されることになります。

「大阪市がなくなるのはイヤ」という方はもちろん、少しでも疑問がある

方は、投票に行き「反対」と書いてくださるよう、大阪市のお知り合いに

お声かけをお願いします。
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原水爆禁止世界大会にむけ
平和行進

５月３０日（土）午前１０時～
市役所前 式典後出発

ぶらくり丁経由京橋プロムナードまで

ご一緒に歩きましょう

橋
本
市
の
上
田
新
さ
ん
（
２
７

歳
）
が
、
橋
本
市
に
電
動
車
い
す

の
支
給
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し

て
２
年
８
ヶ
月
。
去
る
５
月
８
日
、

大
阪
高
等
裁
判
所
で
控
訴
審
の
判

決
。
「
原
告
の
控
訴
を
棄
却
す
る
」

こ
の
一
言
を
残
し
て
裁
判
長
は
足

早
に
法
廷
を
去
り
ま
し
た
。
詰
め

掛
け
た
大
勢
の
傍
聴
人
は
あ
っ
け

に
取
ら
れ
た
幕
切
れ
で
し
た
。

今
回
、
判
決
前
に
両
者
和
解
を

裁
判
長
が
提
案
し
ま
し
た
が
、
橋

本
市
側
は
和
解
案
を
出
さ
ず
判
決

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
旦
は
車
椅
子
の
支
給
決
定
を
出

し
な
が
ら
後
か
ら
取
り
消
し
た
橋

本
市
の
対
応
を
批
判
す
る
判
決
内

容
で
し
た
が
、
上
田
さ
ん
が
自
分

で
使
い
こ
な
せ
な
い
の
だ
か
ら
補

そ
う
具
と
し
て
電
動
車
い
す
を
支

給
し
な
い
の
は
妥
当
だ
と
し
ま
し

た
。原

告
の
主
張
す
る
、
操
作
能
力

の
高
低
で
な
く
障
害
者
権
利
条
約

に
基
づ
く
自
立
実
現
、
他
の
者
と

の
平
等
実
現
と
し
て
の
補
そ
う
具

支
給
の
観
点
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
権
利
条
約
を
裁
判
所
に

認
知
さ
せ
て
い
く
ま
で
あ
き
ら
め

ず
意
気
高
く
進
も
う
と
一
同
励
ま

し
あ
っ
た
の
で
す
。

和
歌
山
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
連
絡
協
議
会
（
和
障
協
）

事
務
局
長

加
藤
直
人

橋
本
市
の
電
動
車
い
す
支
給

訴
訟
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た

日本共産党の山下よしき書記局長は、自

民・公明の両党が11日、与党協議で「戦争

立法」を正式合意したことについて、
「『海外で戦争する国』へと日本の国をつ

くりかえる大転換、『戦争立法』にほかな

らない」と厳しく批判しました。

山下氏は、「戦争立法」は憲法９条をふ

みにじる３つの重大問題があると強調。

①米国が世界で起こす戦争で、自衛隊が従

来の「戦闘地域」にまで行って軍事支援を

行い、“殺し殺される”危険が格段に高く

なる

②ＰＫＯ（国連平和維持活動）法改定で、

アフガンで数千人の犠牲を出したＩＳＡＦ

（国際治安支援部隊）など、など、ＰＫＯ

と関係ない危険極まる活動に自衛隊が参加

する

③日本がどこからも攻撃されていないのに

集団的自衛権の行使で、米国とともに海外

で戦争する―がそのまま盛り込まれている

これらの危険な中身を告発しました。

山下氏は「この法案を許さないたたかい

は、文字通り、日本のあり方、命運がかかっ

た歴史的なたたかいになる」と指摘。他の

野党や与党支持層でも反対、

危惧が広がっていることをあ

げ、日本共産党として全国一

斉に街頭宣伝にとりくみ、

「論戦と国民的な世論を高め、

国会の力関係を乗り越えて阻

止するためにがんばりたい」

と表明しました。

戦争立法許さないたたかいを
山 下書記局 長が表 明


